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そ
の
他
の
お
知
ら
せ

届
け
出
が
必
要
で
す

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
上
下
水
道
課

に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

①
使
用
者
が
変
わ
っ
た
と
き

②�

水
道
の
使
用
を
開
始
ま
た
は
中
止
す

る
と
き

③�

給
水
装
置
の
所
有
者
に
変
更
が
あ
っ

た
と
き

④�

新
し
く
水
道
管
を
引
く
と
き
（
新
設

工
事
）

⑤�

水
道
管
を
布
設
替
え
す
る
と
き
（
改

造
工
事
）

⑥�

水
道
を
使
用
し
な
く
な
り
、
給
水
装

置
を
取
り
外
す
と
き
（
撤
去
工
事
）

＊�

ま
ず
は
、
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

水
道
管
の
修
繕
な
ど
は
指
定
店
へ

　

水
道
が
漏
水
し
た
場
合
の
修
繕
工
事

は
、
法
令
に
よ
り
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
（
指
定
店
）
し
か
施
工
で
き
ま

せ
ん
。
自
身
で
修
理
せ
ず
、
ま
ず
は
、

指
定
店
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

上
下
水
道
課
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

料
金
や
財
務
、
水
質
に
関
す
る
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
串
間
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
リ
ン
ク
集
」
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Q1.�串間市の水道料金はほかと比べて高い気がするん
だけど…。

A1.�串間市は地理的条件や自然条件が影響して、水道
施設の建設に経費が多くかかっています。

　串間市は地理的に広い範囲に集落が分布している分、
水を運ぶ水道管の距離を長く引く必要があります。
　また、集中豪雨などで水源が濁る事例も発生してお
り、自然災害への対応も必要です。
　このような問題は建設費が膨らむ要因となっていま
す。
Q2.�そういえば、福島地区と大束地区に新しい浄水場

を建設しているけど、本当に必要なの?
A2.�最近では、集中豪雨により水源が濁るようになり

ました。このため、安全な水道水を供給するため
に新たな浄水場の建設が必要となりました。

　集中豪雨による河川の水位や濁りの急激な変化は、
水源の井戸にまで影響を与えます。平成16年以降は
広範囲で断水し、市民の皆さんに多くのご迷惑をおか
けしました。
　水質が悪化すると耐塩素性病原性微生物などが検出
される恐れも高まります。安定した水質を確保するた
めには、膜ろ過処理を導入した浄水施設の整備が必要
となりました。
　このため、平成19年度から新浄水場の整備を開始。
平成 22年4月には穂佐ヶ原浄水場に替わり、西区浄
水場が供用を開始しました。来年4月からは白坂、揚
原の各浄水場に替わり、東区浄水場が供用を開始する

予定です。
　なお、簡易水道については、水源が濁るなどの問題
はなく、清浄な水道を維持しています。
Q3.地震が心配。市内の水道施設は大丈夫なの?
A3.�串間市では、水道管を取り替える際には順次、耐

震性に優れた管を布設しています。
　東日本大震災以前から全国の自治体で水道の耐震化
が課題でした。耐震化が進めば、震災被害や復旧まで
の時間が最小限で済みます。
　串間市では老朽化した管を順次、耐震性に優れたも
のに更新。毎年度3㎞程度の取り替えを計画していま
す。これは管延長174㎞の水道管を約60年かけて取
り替える計算です。
　水道管の取り替えには、1mあたり2〜4万円の工
事費がかかります。これらの工事資金も水道料金で賄
わなければなりません。このため、将来世代へ負担を
強いないよう、早い時期から計画的に取り替える必要
があるのです。

担当者に聞く 教えて！水道のこと
　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
命
綱
）
の
ひ
と
つ

で
あ
る
水
道
。
水
は
人
が
健
や
か
で
快

適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
命
綱
は
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

く
水
道
料
金
で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
水

道
を
運
営
す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
の

約
９
割
が
水
道
料
金
な
の
で
す
。

減
り
続
け
る
料
金
収
入

　

し
か
し
、
そ
の
料
金
収
入
も
人
口
の

減
少
や
節
水
機
器
の
普
及
に
よ
り
、
右

肩
下
が
り
に
減
少
を
続
け
、
今
後
も
減

少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

支
出
の
見
直
し
を
図
り
、
昨
年
ま
で
の

５
年
間
で
職
員
を
５
人
削
減
。
事
務
の

民
間
委
託
や
高
利
率
債
を
借
り
換
え
る

な
ど
経
費
削
減
に
努
め
ま
し
た
。

古
い
水
道
管
更
新
の
必
要
性

　

一
方
で
は
安
定
し
た
水
の
供
給
の
た

め
に
削
減
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
費
用

も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
市
内
の
水
道
管

は
老
朽
化
が
進
み
、
各
所
で
漏
水
が
頻

発
。
こ
の
た
め
、
古
い
水
道
管
の
更
新

が
急
が
れ
、
計
画
的
に
工
事
を
行
わ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
水
道
料
金
を
据
え
置
い
た
場

合
、
平
成
28
年
度
末
の
水
道
事
業
決
算

で
２
億
円
の
累
積
赤
字
が
発
生
す
る
見

込
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
４
月
検
針

分
か
ら
下
表
の
と
お
り
、
水
道
料
金
の

値
上
げ
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
下
水
道
料
金
（
公
共
下
水
道
、

農
業
・
漁
業
集
落
排
水
使
用
料
）
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
料
金
で
据

え
置
き
、
値
上
げ
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
清
浄
な
水
道
水
を
安
定
し
て

お
届
け
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
か
ら
、

水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。【表１】基本料金

口径 現行料金 新料金 増加額
13㎜ 720 円 876 円 156 円 
20㎜ 1,200 円 1,540 円 340 円
25㎜ 1,680 円 2,197 円 517 円 
30㎜ 2,160 円 2,861 円 701 円
40㎜ 3,120 円 4,182 円 1,062 円
50㎜ 6,000 円 8,150 円 2,150 円
75㎜ 8,160 円 11,126 円 2,966 円
100㎜ 12,000 円 16,412 円 4,412 円

【表２】従量料金（１㎥あたり）
水量区分 現行料金 新料金 増加額
1 〜 10㎥ 60 円 74 円 14 円 
11 〜 20㎥ 157 円 188 円 31 円 
21 〜 50㎥ 171 円 207 円 36 円 
51 〜 100㎥ 188 円 230 円 42 円 
101㎥以上 204 円 250 円 46 円 

製氷用 90 円 110 円 20 円
臨時用 500 円 500 円 ー

【はじめに】
水道料金は、次のようなしくみになっています。

　水道料金＝
　基本料金＋従量料金＋消費税

◎�基本料金＝水を供給するために必要な原価。
口径ごとに料金を設定しています（表１）。

◎�従量料金＝使用した水の料金。水量区分に
よって、１㎥あたりの単価を設定しています
（表２）。

【計算してみよう】
例）口径13ミリで、１カ月20㎥の水をお使いの場合
①基本料金	 876 円

②従量料金
　１〜10㎥まで（  74 円×10）	 740 円
 11〜20㎥まで（188 円×10）	 1,880 円

③消費税（①＋②の５％）	 174 円

　                    合計（①＋②＋③）	 3,670 円

※�下水道をお使いの場合は、別途下水道
料金を合算します。

新しい水道料金の計算方法新しい水道料金表（税抜き）

今
年
４
月
の
検
針
分
か
ら
、
水
道
料
金
を
平
均
21
・
９
％
値
上
げ
し
ま
す
。

清
浄
な
水
を
安
定
し
て
お
届
け
す
る
た
め
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●問い合わせ先=上下水道課　（管理係）☎ 7 2 − 1 3 5 5　（料金窓口）☎ 7 2 − 4 5 5 1
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　昨年の12月に監督に就任した
ばかりです。串間には選手時代か
ら数えて３年連続でキャンプ入りし
ています。串間は暖かい自然と優
しい人柄の市民の皆さんがいるす
ばらしい環境ですね。串間の野球
場はコンディション管理をとても熱
心にしてくださるので、充実した練
習をすることができます。また室内
練習場の人工芝は、東京ドームな
どと同じ長さの芝なので、公式試
合を想定した練習をすることができ
感謝しています。昨年は都市対抗
野球でベスト８に入ることができまし
た。今年は、串間の皆さんにキャン
プの成果を都市対抗野球で優勝
することでお知らせしたいですね。

ＪＲ東海硬式野球部

青山眞
しん

也
や

 監督

スポーツキャンプ開催中�
２月、３月は串間のスポーツキャンプ最盛期。

社会人や大学などのチームが串間にキャンプ入りします。

す
っ
か
り
串
間
の
春
の
風
物
詩
と

な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
。
毎

年
多
く
の
チ
ー
ム
が
串
間
に
キ
ャ
ン
プ
イ

ン
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
に
は
総
合
運

動
公
園
の
室
内
練
習
場
に
人
工
芝
が
設
置

さ
れ
、
よ
り
練
習
環
境
が
充
実
。
今
年
も

社
会
人
や
大
学
、
高
校
な
ど
13
団
体
が
串

間
に
来
訪
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
中
か
ら

今
回
は
、
平
成
24
年
の
キ
ャ
ン
プ
第
１
号

で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
海
硬
式
野
球
部
の
皆
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
野
球
部
は
大
正
10
年
、
職
員

の
健
康
増
進
、
精
神
訓
練
な
ど
を
目
的
に

設
立
し
た
名
古
屋
鉄
道
局
野
球
部
を
前
身

と
す
る
社
会
人
チ
ー
ム
で
す
。
昭
和
62
年
、

名
古
屋
鉄
道
局
が
民
営
化
に
よ
り
東
海
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｒ
東
海
）
に
変
わ
り
、

現
在
の
名
称
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
23
年

に
は
都
市
対
抗
野
球
大
会
で
75
年
ぶ
り
に

ベ
ス
ト
８
に
入
り
、
今
年
は
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
海
野

球
部
の
串
間
キ
ャ
ン
プ
は
今
年
で
３
年
目
。

２
月
５
日
か
ら
17
日
ま
で
の
13
日
間
、
総

合
運
動
公
園
に
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
関
西
大
学
陸
上
競
技
部
や

京
都
成
章
高
校
硬
式
野
球
部
な
ど
９
団

体
が
串
間
に
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
し
ま
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
を
市
民
み
ん
な
で
応
援

し
ま
し
ょ
う
。

チーム名 参加人数 滞在期間 利用施設
●JR 東海硬式野球部 40人 ２月　５日〜２月１７日 野球場ほか
●広島経済大学硬式野球部 60人 ２月１９日〜２月２８日 野球場ほか
●神戸大学陸上競技部 55人 ２月２７日〜３月　２日 陸上競技場
●中京大学硬式野球部 80人 ２月２９日〜３月　９日 野球場ほか
●関西大学陸上競技部 80人 ３月　４日〜３月　８日 陸上競技場
●京都教育大学陸上部 40人 ３月　７日〜３月１２日 陸上競技場
●名城大学女子駅伝部 30人 ３月　８日〜３月１５日 陸上競技場
●大阪商業大学陸上競技部 25人 ３月　９日〜３月１４日 陸上競技場
●立命館大学陸上競技同好会 50人 ３月１２日〜３月１４日 陸上競技場
●関西外国語大学陸上部 35人 ３月１４日〜３月１７日 陸上競技場
●中京大学準硬式野球部 70人 ３月１４日〜３月２１日 野球場ほか
●京都成章高校硬式野球部 80人 ３月２３日〜３月２６日 野球場ほか
●薩南工業高校陸上部 30人 ３月３１日〜４月　１日 陸上競技場

◎春のスポーツキャンプ参加団体一覧

インタビュー

❶公式戦さながらのスイング
❷２月６日に開催された歓迎セレモニー
❸都市対抗野球大会への出場の記念に
　ソメイヨシノを植樹
❹キャッチャーから二塁へ送球
❺キャンプの総仕上げとなる紅白戦
❻牽制球と走手の駆け引き
❼マウンドでのピッチング練習中
❽紅白戦での力の入ったピッチング
❾チャンスではホームに果敢に滑り込みます
�人工芝が設置された室内練習場
�公式戦を意識した内野練習
�ロングパイル人工芝により実戦と同じ打球を再現

春の
祭典

❶

�
�

�

❸

❷

❹

❺

❻

❼

❽

❾
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楽
奥は宏さんがサービス時代にお客さまから「ぜひに」と託されたもの100 年以上前につくられ、今なお現役の愛蔵品。

手前は会社から退職記念に贈られたシンガーミシンオリジナル1号機（1851年製）の複製モデル。

T
H

E
 

S
L

O
W

 
L

I
F

E

酸
味
と
甘
さ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

甘
酸
っ
ぱ
く
さ
わ
や
か
な
味
わ
い
を
楽

し
め
る
夏
ミ
カ
ン
。
秋
山
地
区
・
倉
掛
に

お
住
い
の
久
保
野
俊
郎
さ
ん
宅
で
は
、
毎

年
見
事
な
甘
夏
ミ
カ
ン
が
実
を
つ
け
ま
す
。

名
前
の
印
象
か
ら
夏
に
収
穫
さ
れ
る
印

象
が
あ
り
ま
す
が
、
収
穫
時
期
は
２
月
の

中
旬
で
す
。
甘
夏
ミ
カ
ン
の
実
は
12
月
ご

ろ
か
ら
で
き
は
じ
め
、
１
月

下
旬
に
は
大
き
く
な
り
、
熟

し
始
め
ま
す
。「
で
も
実
が

熟
し
た
後
、
気
温
が
大
き
く

下
が
る
と
、
寒
さ
の
影
響
で

実
の
中
の
水
分
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
２
月

に
は
実
を
収
穫
し
て
し
ま
い
ま
す
ね
」
と

話
す
久
保
野
さ
ん
。
こ
の
よ
う
に
冬
に
収

穫
し
て
し
ま
う
の
に
な
ぜ
甘
夏
ミ
カ
ン
と スロー

フード
旬を食べる
Kushima slow food

呼
ば
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
冬
の
間

収
穫
せ
ず
そ
の
ま
ま
木
に
実
を
残
し
て
お

く
と
、
い
っ
た
ん
は
水
分
が
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
暖
か
く
な
る
５
月
ご
ろ

に
も
う
一
度
、
実
が
み
ず
み
ず
し
く
な
る

の
で
す
。
昔
は
５
月
ご
ろ
に
収
穫
す
る
果

物
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
あ
え
て
5
月
ご

ろ
に
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
た
め
甘
夏
ミ
カ
ン
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

久
保
野
さ
ん
が
育
て
て
い

る
甘
夏
ミ
カ
ン
は
15
年
ほ
ど

前
に
植
木
市
で
購
入
し
た
も

の
。
苗
か
ら
育
て
、
今
で
は
３

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
立
派
な
成
木
に
な
り
ま

し
た
。「
農
薬
な
ど
は
一
切
使
っ
て
い
ま

せ
ん
。
自
然
の
力
だ
け
で
こ
れ
だ
け
大
き

く
成
長
で
き
る
ん
で
す
よ
」
と
久
保
野
さ

ん
は
教
え
て
く
れ
ま
す
。「
１
本
の
木
か

ら
１
０
０
個
く
ら
い
の
実
が
取
れ
る
の
で
、

近
所
の
方
や
親
せ
き
に
毎
年
お
す
そ
分
け

し
て
い
ま
す
。
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が

一
番
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

冬
の
夏
ミ
カ
ン

【カワノナツダイダイ】
（ Citrus natsudaidai Hayata 
f.Kawanonatsudaidai）
川野夏橙。１９３５年（昭和10年）
大分県津久見市の果樹園で川野
豊によって選抜・育成された、ナツ
ミカンの枝変わり種。甘夏橙、甘
夏蜜柑（甘夏ミカン）、甘夏柑、甘
夏などとも呼ばれる。

◎材料
・甘夏ミカン………………………３個
・砂糖………………………………２００グラム
・水…………………………………１.５ℓ

◎つくり方
①�甘夏ミカンの皮をむき、その皮をせん切りにしてたっぷりの水でゆでる。沸騰したらざるに
あげ、洗って水気を絞る。

②苦みをとるため、もう一度水からゆでこぼして、皮がやわらかくなったら洗ってよく絞る。
③薄皮をむいた果肉を1.5ℓの水を入れた鍋で煮る。煮立って果肉がほぐれたら、砂糖を入れる。
④皮を加え、水分がなくなるまで煮詰めて冷ます。

H o w  t o  c o o k

甘夏ミカンのマーマレードジャム

ミ
シ
ン
に
は
修
理
す
る
楽
し
み
と
、お
客
さ
ま
と
の
交
流
と
い
う
喜
び
が
あ
り
ま
す
。

美
し
い
曲
線
と
た
だ
よ
う
気
品
に
重
厚

感
。
写
真
（
奥
）
は
１
０
０
年
の
時
を
経

た
今
も
、
当
時
と
変
わ
り
な
く
縫
う
こ
と

の
で
き
る
「
手
回
し
ミ
シ
ン
」
で
す
。

こ
れ
は
福
島
地
区
・
西
小
路
に
お
住

ま
い
の
清
水
宏
さ
ん
愛
蔵
の
品
。
明
治

末
期
に
ア
メ
リ
カ
の
『
シ
ン
ガ
ー
』
か

ら
輸
入
さ
れ
、
現
在
の
ミ
シ

ン
の
原
型
と
な
っ
た
機
種
で

す
。
宏
さ
ん
は
以
前
、
こ
の

会
社
の
東
京
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

最
初
の
仕
事
は
業
務
監
査
。

全
国
の
支
店
を
ま
わ
る
出
張
続
き
の
日
々

で
、
家
に
帰
れ
る
の
は
週
末
だ
け
で
し
た
。

そ
し
て
10
年
の
時
が
過
ぎ
『
家
族
と

の
時
間
を
作
り
た
い
』
と
職
種
の
変
更

を
申
請
。
次
は
ミ
シ
ン
を
修
理
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

全
く
触
れ
た
こ
と
の
な
い
ミ
シ
ン
。
教

え
て
く
れ
る
人
は
な
く
１
人
で
ミ
シ
ン

を
分
解
、
１
か
ら
学
び
ま
し
た
。「
１
日

最
低
４
台
は
修
理
し
た
よ
。
退
職
ま
で

に
約
２
万
台
は
修
理
し
た
か
な
」
と
振 スロー

ライフ
名人に学ぶ
Kushima slow Life

り
返
り
ま
す
。

そ
し
て
６
年
前
、
千
葉
県
か
ら
串
間

市
へ
と
家
族
で
帰
郷
。
居
を
移
し
て
も
、

や
っ
ぱ
り
『
ミ
シ
ン
』
に
触
れ
て
い
た

い
宏
さ
ん
。
翌
年
、
教
育
委
員
会
に
出

向
き
ま
す
。
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

申
し
出
、
市
内
の
小
学
校
か
ら
高
校
ま

で
の
ミ
シ
ン
全
１
４
２
台
を

調
整
・
修
理
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
小
学
校
の
授
業

で
ミ
シ
ン
の
使
い
方
を
教
え

た
り
、
依
頼
を
受
け
て
は
修

理
に
出
向
く
な
ど
し
て
い
ま

す
。「
ミ
シ
ン
は
人
生
の
余
興
か
な
。
治

す
楽
し
み
は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、
お
客

さ
ま
と
の
会
話
が
ま
た
楽
し
く
て
。
ミ

シ
ン
を
余
興
に
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
い

ね
」
と
語
る
宏
さ
ん
で
し
た
。

清
し

水
みず

宏さん（68歳）
現在のミシンはシンガーを
原型にしているので構造が
ほとんど同じです。どのメー
カーも絶対に治りますよ。

ミ
シ
ン
は
人
生
の
余
興

久保野俊郎・清子さん
ご夫妻
甘夏ミカンはそのまま食べ
るほか、にんじんやリンゴな
どと一緒にミキサーにかけ
てジュースにしています。酸
味がおいしさの秘訣ですね。
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一環教育の取り組みを紹介

　２月３日、北方中学校で小中高
一貫教育推進研究発表大会が開
かれました。市内外から約１６０人
の小中学校の先生が参加。北方
小と秋山小の５・６年生が北方中
に登校し、1 日を過ごす「オークラ
ンドディ」が公開されました。また
「知っちょる？ 串間の特産品」と
いうテーマで、北方中の１年生に
よるくしま学の劇が行われ、焼酎
の製造過程などが紹介されました。

3Scene

救急救命に新たな力を導入

　１月 31 日、ドクターヘリの研修
会が福祉保健センターで行われま
した。４月１日から宮崎県で始まる
ドクターヘリの運用に向けて、消
防署や市民病院のスタッフなど 80
人が参加。千葉県で５年間、ドク
ターヘリによる救急に携わった宮
崎大学医学部の金丸勝弘助教授
は「すばやい救命治療により今ま
で救えなかった命を助けることが
できる」と効果を話していました。

2Scene

強盗事件に備えた実践訓練

　１月 31日、ファミリーマート串間
ゆうゆうの森店で強盗などに備えた
防犯訓練が行われました。これは
防犯協会と串間警察署が共同で
主催し、ファミリーマートの協力に
よって実施されたものです。今回
は２人組による強盗事件を想定し、
事件の発生から通報、警察官に
よる現場確認と聞き取りまでを訓練。
約 30 人の参加者の皆さんは真剣
な表情で訓練に臨んでいました。

1Scene

ファミリーマート串間
ゆうゆうの森店店員

河野加
か

須
す

美
み

さん

INTERVIEW

緊張した訓練

　強盗が起きたときのレジ担当として初
めて訓練に参加しました。事前に何度も
手順を確認しましたが、訓練が始まると、
緊張して考えた通りに行動できませんでし
た。今日の訓練の経験を普段の業務の
中でも気をつけておくことが大事ですね。

串間市消防署

上
かみ

鑪
たたら

明彦さん

INTERVIEW

救命率向上へ

　市内でも大きな出血を伴う事故が、過
去発生しているため、ドクターヘリの導
入は大きな助けになります。消防署も患
者の容体を的確に把握するための研修
を実施しています。ドクターヘリと連携し、
一人でも多くの方を救っていきたいです。

北方小学校５年生

加藤暉
しゅん

也
や

くん
とお友だち

INTERVIEW

英語が楽しい

　英語を使ってかるたをしたり、お昼ご
飯の注文をしたりする授業を体験しまし
た。英語で注文するのが難しかったけど、
楽しかったです。先生方が授業を見学し
ていましたが、あまり緊張しませんでした。
また英語の授業を体験してみたいです。

My Town Topics

まちの話題
市内の話題や出来事などを写真を交えて紹介します。

被災者の安全と安心を確保

　２月20日、災害発生時における
福祉避難所の設置運営に関する
協定調印式が市役所にて開かれま
した。福祉避難所とは高齢者や障
がい者など、避難の際に特別な配
慮が必要な方の受け入れが可能な
施設のことです。今回、バリアフリー
化などの支援環境の整っている望
洋の郷、寿楽園、あすか園、さつ
き園、ゆうゆうの森、長寿の里の６
施設が串間市と協定を結びました。

5Scene 4Scene

畜産復興に向け子牛初せり

　２月９、10日の２日間にかけて、
南那珂地区で今年初めてとなる子
牛のせり市が南那珂家畜市場で開
催されました。口蹄疫による人工授
精の自粛の影響のため、子牛の頭
数が減少。出荷数の低下が心配さ
れましたが、畜産農家による早期出
荷の協力により６７２頭の子牛を出荷。
早期出荷の価格への影響が懸念さ
れましたが、平均価格は 42 万円と、
前回のせり市と同程度の価格でした。

北方・羽ヶ瀬地区

岩下信也くん

INTERVIEW

畜産をしたい

　高鍋農業高校に通っていますが、せり
市のときは学校の許可をもらい、手伝い
のため帰ってきています。今回は14頭を
出しましたが、早期出荷の割によい体格
に育っていました。価格も少し高い気がし
ます。将来は親の仕事を継ぐ予定です。

もしものときに備えて訓練

　２月６日、旧吉松家住宅で防火
訓練が行われました。この訓練は
文化財への防災意識を高めること
を目的とした１月 26日の「文化財
防火デー」に合わせて毎年実施さ
れています。教育委員会や消防署
の職員、旧吉松家住宅を支える会
の皆さんなど 15 人が訓練に参加。
避難経路確認のほか、収蔵されて
いる文化財を運び出す作業や消火
器による火元の鎮火を訓練しました。

旧吉松家住宅を支える会

神戸悦子さん

INTERVIEW

心構えが大事

　毎年、防火訓練に参加しています。
今回は消火器を使った消火担当だった
のでとても緊張しました。何度も手順を
確認しながら消火器を操作しました。この
ような訓練を繰り返し実践することで、心
構えを養っておくことが一番大事ですね。

特別養護老人ホーム
ゆうゆうの森  理事長

鴻野サチ子さん

INTERVIEW

避難の一助に

　福祉施設は入所者への介護など、
福祉避難所としての力を持っています。
現在も台風などが発生したとき受け入
れていますので、経験も充実しています。
緊急時の避難先の確保はとても重要で
す。できるかぎり協力していきたいですね。

6Scene

1974都井御崎牧組合の皆さんの手により続けられている、冬の
風物詩の一つである野焼き。一時期、野焼きなどの保護活
動が途絶えたこともありましたが、昭和40年代に徐々に再開
され始めました。この写真が撮られたのは昭和49年。この年
の御崎馬の頭数は60頭と、現在に比べるとまだまだ少ない
頭数だったようです。〜昭和49年３月発行・広報くしまから〜

思い出の
Photograph

春を呼ぶ都井岬野焼き

白煙に包まれる小松ヶ丘
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Parenting 
Support

　

２
月
２
日
、
む
し
歯
予
防
の
推
進
の

た
め
、
日
南
保
健
所
主
催
の
フ
ッ
化
物

洗
口
の
研
修
会
が
串
間
市
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

日
南
保
健
所
の
瀧
口
俊
一
所
長
は
、

「
２
０
１
０
年
度
の
む
し
歯
の
調
査
で
、

宮
崎
県
は
12
歳
児
の
む
し
歯
の
平
均
本

数
が
１
・
９
本
で
し
た
。
こ
れ
は
全
国

の
中
で
も
ワ
ー
ス
ト
８
位
と
な
る
本
数

で
す
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
食
生
活
の
改

善
に
加
え
て
、
フ
ッ
化
物
洗
口
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
が
む
し
歯
予
防
に
効
果

的
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
南
医
師
会
の
清
水
慎
二
郎

歯
科
医
師
は
、
む
し
歯
の
発
生
す
る
仕

組
み
を
も
と
に
、
フ
ッ
化
物
洗
口
の
効

能
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
内

容
を
こ
こ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
フ
ッ
化
物
っ
て
な
に
？

　

フ
ッ
化
物
と
は
フ
ッ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

な
ど
の
フ
ッ
素
を
含
ん
だ
物
質
の
こ
と

で
す
。
フ
ッ
素
は
自
然
の
中
に
存
在
す

る
物
質
で
、
塩
や
魚
介
類
、
野
菜
な
ど

多
く
の
食
品
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
む
し
歯
に
な
る
仕
組
み
は
？

　

む
し
歯
は
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
と
い
う

細
菌
が
原
因
で
す
。
こ
の
細
菌
が
口
の

中
の
食
べ
か
す
な
ど
の
糖
質
を
食
べ
る

と
き
に
酸
を
出
し
ま
す
。
こ
の
酸
が
歯

の
表
面
を
覆
う
エ
ナ
メ
ル
質
の
成
分
で

あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
を
溶
か
し
む
し
歯
に

な
る
の
で
す
。
こ
の
仕
組
み
を
脱だ
っ

灰か
い

と

呼
び
ま
す
。

●�

フ
ッ
化
物
洗
口
は
ど
う
や
っ
て
む
し

歯
を
防
ぐ
の
？

　

フ
ッ
素
に
は
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質
と
結

び
つ
い
て
、
エ
ナ
メ
ル
質
を
固
く
す
る

力
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
酸
に
よ
っ

て
歯
が
溶
け
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

　

ま
た
だ
液
に
は
、
溶
け
出
し
た
カ
ル

シ
ウ
ム
を
使
っ
て
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質
を

修
復
す
る
再
石
灰
化
と
い
う
機
能
が
あ

り
ま
す
。
フ
ッ
素
は
こ
の
再
石
灰
化
の

手
助
け
を
す
る
働
き
も
あ
る
の
で
す
。

●�

フ
ッ
化
物
洗
口
を
し
て
お
け
ば
む
し

歯
に
な
ら
な
い
か
ら
大
丈
夫
？

　

フ
ッ
化
物
洗
口
は
歯
を
丈
夫
に
し
ま

す
が
、
む
し
歯
に
全
く
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
を
丈
夫

に
し
て
も
、
口
の
中
が
む
し
歯
菌
に

と
っ
て
住
み
や
す
い
状
態
だ
と
、
酸
に

よ
っ
て
歯
を
溶
か
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

む
し
歯
を
防
ぐ
に
は
歯
を
丈
夫
に
す
る

だ
け
で
な
く
、
細
菌
の
好
物
で
あ
る
糖

分
の
摂
取
を
控
え
る
こ
と
と
、
丁
寧
な

歯
み
が
き
で
口
の
中
を
き
れ
い
な
状
態

に
保
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

歯
み
が
き
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

生
活
、
そ
し
て
フ
ッ
化
物
洗
口
で
健
康

な
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
市
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の

う
ち
希
望
が
あ
っ
た
園
10
カ
所
で
４
、

５
歳
児
へ
の
フ
ッ
化
物
洗
口
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
フ
ッ
化
物
洗
口
は
４
歳
〜

15
歳
で
特
に
効
果
を
発
揮
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
で
は
保
育
所
な
ど
で
実

施
し
て
い
る
フ
ッ
化
物
洗
口
の
継
続
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保
健
課
子
育

て
支
援
係
☎
72
―
０
３
３
３
内
線

５
０
４

■子育て支援

子育て支援情報

フッ化物洗口で
歯を守ろう
●

歯を強くするフッ化物洗口で
虫歯を予防しましょう

07

フッ化物洗口を体験中

協 働 商 談 会
　

２
月
15
日
、
く
し
ま
商
道
芸
人

（
喜
多
祥
一
代
表
、
18
人
）
と
宮
崎

県
県
民
政
策
部
生
活
・
協
働
・
男

女
参
画
課
が
主
催
す
る
「
コ
ラ
ボ

（
協
働
）
し
よ
っ
！ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
３

♪
」
が
串
間
市
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
市
内
外
か

ら
51
団
体
、
１
１
５
人
が
参
加
し
、

熱
心
に
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

�

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
実

例
紹
介

　

商
談
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

志
布
志
市
立
森
山
小
学
校
の
加か

治じ

屋や

峰み
ね

也や

教
頭
先
生
と
局
つ
ぼ
ね

真ま

美み

司

書
補
、
く
し
ま
商
道
芸
人
の
岩
下

大ひ
ろ

次つ
ぐ

さ
ん
、
日
南
市
で
読
み
聞
か

せ
を
実
施
し
て
い
る
ブ
ッ
ク
ウ
ー

マ
ン
の
谷
口
知ち

佳か

会
長
の
４
人
が

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
。
昨
年
12

月
に
行
わ
れ
た
森
山
小
学
校
で
の

「
お
は
な
し
会
」
の
事
例
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
お
は
な
し

会
」
は
読
み
聞
か
せ
を
目
的
に
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
。
今
回
は
商

道
芸
人
と
ブ
ッ
ク
ウ
ー
マ
ン
が
協

働
で
、
読
み
聞
か
せ
と
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
加

治
屋
教
頭
先
生
が
「
読
み
聞
か
せ

と
ピ
エ
ロ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
が
体
全
体
を
使
っ
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
感

動
す
る
事
業
に
な
り
ま
し
た
」

と
成
果
を
話
し
ま
し
た
。
ま

た
ブ
ッ
ク
ウ
ー
マ
ン
の
谷
口
会

長
か
ら
は
「
わ
た
し
た
ち
は
女

性
が
多
い
団
体
で
す
が
、
今
回
、

男
性
の
協
力
を
得
る
こ
と
で
、

新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦
で
き

ま
し
た
。
今
後
、
他
の
団
体
と

協
力
す
る
こ
と
も
大
事
に
し
た

い
で
す
」
と
感
想
を
発
表
。
最

後
に
く
し
ま
商
道
芸
人
の
岩
下

さ
ん
が
「
自
分
た
ち
だ
け
で
な

く
他
の
団
体
と
の
横
の
つ
な
が

り
を
持
ち
、一
つ
の
事
柄
に
取
り

組
む
関
係
を
持
て
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
ね
」
と
今
後
の
協

働
の
目
標
を
話
し
ま
し
た
。

商
談
会
で
意
見
を
交
換

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
続
い
て
商
談
会
が
開
催
さ
れ

る
と
、
参
加
者
は
積
極
的
に
各

ブ
ー
ス
を
訪
問
。
お
互
い
の
活

動
を
紹
介
し
合
う
と
と
も
に
、

協
力
で
き
る
活
動
の
可
能
性
や
、

活
動
の
問
題
点
に
つ
い
て
相
談

し
合
う
な
ど
、
協
働
に
向
け
て

話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

く
し
ま
商
道
芸
人
の
喜
多
祥

一
代
表
は
「
わ
た
し
た
ち
の
よ

う
な
地
域
団
体
は
他
の
団
体
と

交
流
す
る
機
会
が
少
な
く
、
お

互
い
の
実
力
を
知
ら
な
い
ま
ま

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
商
談
会
を
通
じ
て
交
流
を
深

め
、
異
な
る
団
体
が
協
働
し
て

活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
も
し
今

回
知
り
合
っ
た
団
体
と
今
後
も

連
絡
を
取
り
合
い
た
い
と
の
要

望
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
串
間
市
協

働
推
進
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
事

務
所
Ｐ
ａ
ｎ
ｅ
ｒ
Ｐ
（
パ
ナ
ッ

プ
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
」

と
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宮
崎
県
県
民
政
策
部

生
活
・
協
働
・
男
女
参
画
課
の

長
倉
佐
知
子
協
働
推
進
担
当

主
幹
は
「
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が

協
働
す
る
こ
と
で
効
果
的
な
問

題
解
決
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
の
協

働
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
あ
る
い
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業

の
協
働
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
組
み

合
わ
せ
が
実
現
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

協
働
に
つ
い
て
知
り
た
い
、

ま
た
は
今
回
の
商
談
会
に
は
参

加
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
他

の
団
体
と
連
絡
を
と
り
た
い
な

ど
の
ご
相
談
の
あ
る
方
は
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
合
政

策
課
協
働
推
進
係
☎
内
線

３
８
１
、
串
間
市
協
働
推
進

セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
事
務
所

Ｐ
ａ
ｎ
ｅ
ｒ
Ｐ
（
パ
ナ
ッ
プ
）

☎
27
―
３
０
７
５

コ
ラ
ボ（
協
働
）し
よ
っ
！ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
３
♪ 

が
串
間
で
開
催
!!

■
平
成
21
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
協
働
商
談
会
。

　
今
年
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
行
政
な
ど
多
く
の
団
体
が
協
働
の
た
め
集
い
ま
し
た
。

商談に臨む参加者たち



奈
留

秋
山

串
間

北
方

大
平

一
氏

西
方

奴久見

至酒谷 

至日南

高
松

南
方 本

城

鬢垂島 

崎田

永田

志布志湾

都
井

大
納

宮ノ浦

恋ヶ浦 

下石波 

上石波 市木

幸
島 

鳥
島

築
島

銅
島 

ひゅうがおおつか 

ひゅうがきたかた 

ふ
く
し
ま
い
ま
ま
ち 

ふ
く
し
ま
た
か
ま
つ 

くしま 

❾

❼

❽

❻
❺
⓮
❿
❹

❶
⓯

❸
❷

⓫
⓬

⓭
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市 政 ニ ュ ー ス
　

年
度
末
や
年
度
初
め
は
、
入
学

や
就
職
な
ど
人
生
の
節
目
と
な
る

出
来
事
が
多
く
、
何
か
と
慌
た
だ

し
い
時
期
。

　

転
出
や
転
入
な
ど
の
手
続
き
を

し
た
く
て
も
、
仕
事
の
都
合
な
ど

で
「
平
日
に
市
役
所
へ
行
け
な
い

…
」
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
で
は
こ
の
よ
う
な
方
々
の
た

め
、
左
記
休
日
に
臨
時
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

受
付
事
務
は
、
転
出
、
転
入

ま
た
は
転
居
を
さ
れ
る
方
の
一

部
手
続
き
に
限
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

各
支
所
は
開
設
し
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

窓
口
開
設
日
時

＊�

３
月
31
日
（
土
）
お
よ
び
４
月

１
日
（
日
）

＊�

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

ま
で

＊
窓
口
の
開
設
は
本
庁
の
み
。

窓
口
開
設
課

お
よ
び
受
付
内
容

①
市
民
生
活
課
（
内
線
２
２
３
）

・�

転
出
、
転
入
、
転
居
の
届
出
に

関
す
る
事
務

・
国
民
年
金
に
関
す
る
事
務

・
家
庭
ご
み
に
関
す
る
事
務

②
税
務
課
（
内
線
２
６
３
）

・�

国
民
健
康
保
険
の
資
格
取
得
・

喪
失
な
ど
に
関
す
る
事
務

・�

収
納
、
納
税
相
談
に
関
す
る
事
務

③
福
祉
保
健
課
（
内
線
５
０
４
）

・�

子
ど
も
手
当
に
関
す
る
事
務

・�

子
ど
も
医
療
費
に
関
す
る
事
務

・�

予
防
接
種
予
診
票
に
関
す
る
事
務

・�

妊
婦
一
般
健
康
診
査
、
乳
児
一

般
健
康
診
査
受
診
券
の
差
し
替

え
に
関
す
る
事
務

※�

当
日
は
市
役
所
内
に
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

休
日
に
転
出・転
入
の
届
出
が
で
き
ま
す

■
３
月
31
日
（
土
）
と
４
月
１
日
（
日
）
は

　
市
役
所
の
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

●問い合わせ先=それぞれの内線番号にお問い合わせ下さい。
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３ 7 14 15 17 21 22 23

３ 7 14 15 17 21 22 23

３ 7 14 15 17 21 22 23

３ 7 14 15 17 21 22 23

３ 7 14 15 17 21 22 23

３ 7 14 15 17 21 22 23

３ 7 14 15 17 21 22 23

３ 7 14 15 17 21 22 23

３ 7 14 15 17 21 22 23

３ 7 14 15 17 21 22 23

7 10 14 15 17 21 22 23

（mg/l）
❶善田川合流点 ❻中鶴橋 ⓫宮ノ前橋

❷本城川城泉坊 ❼一氏橋 ⓬宮ノ浦橋

❸下弓田海域 ❽石木田橋 ⓭八ヶ谷橋

❹蔵元橋 ❾平原橋 ⓮松清橋

❺屋治橋 ❿第一鍛治屋橋 ⓯西方橋

※環境基準（県が目標と定める水質基準と水域）
◆福島川上流（AA 類型）—赤池滝より上流。BOD1mg/ℓ以下。
◆�福島川下流（A類型）—赤池滝より下流。福島川に流入する初田川、善田川及び西方川を含む。
BOD2mg/ℓ以下。①④⑥⑦⑩⑭⑮

◆大平川上流（AA 類型）—末広橋より上流。BOD1mg/ℓ以下。
◆�大平川下流（A類型）—末広橋より福島川合流点まで。大平川下流に流入する奈留川及び秋
山川を含む。BOD2mg/ℓ以下。⑤⑧⑨

◆串間地先海域（海域 A）—下弓田海域付近。COD2mg/ℓ以下。③
◆②⑪⑫⑬については、目安として（A類型）の基準を表示。
◆③下弓田海域のみ COD（化学的酸素要求量）で表示。

グラフは基準値（BOD2mg/ℓ）を表示するため、調査地点によってはグ
ラフの線の推移がわかりにくいものもあります。縦軸はBOD、横軸は年度
です。※但し、③下弓田の縦軸はCODになります。

串
間
市
の
河
川
の
状
況

　

市
で
は
、
市
内
15
カ
所
で
河
川

の
水
質
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
３
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で

の
主
な
年
度
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学

的
酸
素
要
求
量
＝
微
生
物
が
水
中

の
有
機
物
を
分
解
す
る
と
き
に
消

費
す
る
酸
素
量
と
さ
れ
、
値
が
大

き
い
ほ
ど
水
が
汚
れ
て
い
る
）
を
グ

ラ
フ
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
数
値
で
は
松
清
橋
が

Ｂ
Ｏ
Ｄ
４
・
２
㎎
／
ℓ
と
環
境
基
準

値
（
２
㎎
／
ℓ
）
を
上
回
っ
て
い

ま
す
が
、多
く
の
個
所
で
は
年
々

水
質
が
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
「
意
識
の

変
化
」
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
昨
年
度
末
現
在
の
串

間
市
の
生
活
排
水
処
理
率
は

37
・
０
％
（
宮
崎
県
平
均
70
・

３
％
）
と
低
く
、
生
活
排
水
が

十
分
に
処
理
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
す
。
そ
の
た
め
各
家
庭
か

ら
出
さ
れ
る
生
活
排
水
が
水
質

保
全
の
要
と
な
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

美
し
い
川
を
守
る
た
め
に
わ

た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、

汚
れ
た
生
活
排
水
を
川
に
流
さ

な
い
こ
と
で
す
。
く
み
取
り
処

理
や
単
独
浄
化
槽
処
理
か
ら
合

併
浄
化
槽
処
理
へ
の
切
り
替
え
、

ま
た
は
公
共
下
水
道
・
農
集
落

排
水
へ
の
接
続
で
排
水
の
汚
れ

は
８
割
以
上
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
く
み
取
り
や
単
独

浄
化
槽
で
処
理
を
行
っ
て
い
る

方
も
、
皿
や
フ
ラ
イ
パ
ン
の
油

を
流
さ
な
い
（
拭
き
取
る
）、
米

の
と
ぎ
汁
を
庭
の
花
に
か
け
る

と
い
っ
た
工
夫
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活

課
環
境
保
全
係
☎
内
線
２
５
２

美
し
い
川
を
守
り
継
ご
う

■
市
内
15
カ
所
に
あ
る
河
川
の
水
質
検
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
身
近
な
河
川
の
状
況
を
知
り
、
わ
た
し
た
ち
の
手
で
美
し
い
川
を
守
り
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

市 政 ニ ュ ー ス
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健康マメちしき
H e a l t h  K n o w l e d g e

著：串間市民病院整形外科
医師 深野木　快士

最
近
テ
レ
ビ
で
も
と
き
ど
き
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
擦さ

っ

過か

傷し
ょ
うに

対
す
る
湿し

つ

潤じ
ゅ
ん療

法
が
周

知
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

若
い
こ
ろ
に
教
わ
っ
た
「
傷
は
唾つ

ば

を
つ
け
て
乾
か

し
て
お
い
た
ら
、か
さ
ぶ
た
が
で
き
て
良
く
な
る
」

と
い
っ
た
間
違
い
を
、
後
生
大
事
に
守
っ
て
い
る

方
も
ま
だ
ま
だ
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
改
め
て
湿

潤
療
法
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

け
が
を
し
た
ら
、
病
院
に
行
っ
て
、
消
毒
さ
れ

て
、
ガ
ー
ゼ
を
当
て
ら
れ
、
そ
れ
を
毎
日
繰
り
返

し
て
黒
い
か
さ
ぶ
た
が
で
き
た
ら
、
は
い
お
し
ま

い
！　

10
年
く
ら
い
前
ま
で
そ
れ
が
け
が
を
治

す
一
般
的
な
常
識
で
し
た
。
何
回
か
け
が
を
し
た

人
は
経
験
で
知
っ
て
お
り
、
け
が
を
し
た
瞬
間
に
、

毎
日
の
痛
く
て
し
み
る
消
毒
を
思
い
出
し
、
と
て

も
気
分
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
傷
は
乾
燥
さ
せ
る
も
の
」
以
前
は
常
識
で

あ
っ
た
こ
の
概
念
は
、
現
在
主
流
の
湿
潤
療
法

に
お
い
て
１
８
０
度
考
え
方
を
異
に
し
ま
す
。

そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
痛
く
な
い
こ
と
、
傷
の
治
り

が
速
い
こ
と
、
傷
の
治
り
が
き
れ
い
な
こ
と
で

す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
今
ま
で
唾
で
直
し
て
い
れ

ば
治
療
費
は
た
だ
で
し
た
が
、
後
ほ
ど
方
法
の

と
こ
ろ
で
出
て
き
ま
す
が
、
治
療
の
材
料
が
若

干
高
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
く
ら

い
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
？

で
は
、
以
前
の
治
療
と
の
違
い
を
具
体
的
に

お
示
し
し
ま
す
と
、
け
が
を
し
て
最
初
に
さ
れ

る
消
毒
で
す
が
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
が
け
が
を
し
た
と
き
よ
り
痛
い
、
痛

す
ぎ
ま
す
。
そ
う
で
す
よ
ね
？ 

病
院
に
来
た
こ

と
を
後
悔
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
も
、
チ
ョ
ロ

チ
ョ
ロ
と
消
毒
を
塗
っ
た
く
ら
い
で
化
膿
な
ん
て

防
げ
る
も
の
で
は
な
い
だ
け
で
な
く
、
正
常
な

組
織
ま
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
し
ま
い
、
傷
の

治
り
を
遅
く
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
傷
の
化
膿

を
防
ぐ
に
は
、
十
分
に
水
（
水
道
の
流
水
で
十

分
で
す
）
で
洗
浄
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

次
に
出
血
し
て
い
る
た
め
ガ
ー
ゼ
を
当
て
ら

れ
ま
す
。
や
っ
と
治
療
が
終
わ
っ
て
ほ
っ
と
し
ま

す
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
翌
日
に
な
り
、
傷
に

べ
っ
た
り
張
り
付
い
た
ガ
ー
ゼ
を
は
が
さ
れ
る

と
い
う
、
や
や
拷
問
に
近
い
行
い
が
行
わ
れ
ま

す
。「
ゆ
っ
く
り
は
が
し
て
ね
」
と
い
う
御
婦
人

も
「
一
気
に
や
っ
ち
ゃ
っ
て
」
と
い
う
若
武
者
も

同
じ
痛
み
を
味
わ
い
ま
す
。
実
は
、
血
液
と
一
緒

に
傷
か
ら
は
浸
出
液
（
み
な
さ
ん
が
言
う
『
汁
』

で
す
ね
）
が
出
て
お
り
、
こ
れ
が
傷
を
治
す
た

め
に
非
常
に
重
要
な
の
で
す
が
、
血
液
と
一
緒
に

ガ
ー
ゼ
に
吸
い
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

浸
出
液
（
汁
）
を
生
か
す
治
療
こ
そ
が
以
前
と

ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
な
の
で
す
。
今
回
は
敬

意
を
込
め
て
お
汁
と
呼
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
お
汁
さ
ま
（
言
い
過
ぎ
？
）
連
日
ガ
ー

ゼ
に
吸
い
取
ら
れ
て
役
立
て
な
い
と
腹
を
立
て

て
黒
く
な
り
、
か
さ
ぶ
た
と
な
っ
て
傷
に
蓋
を

し
て
し
ま
い
、
傷
の
治
り
を
遅
く
し
て
し
ま
い

ま
す
。
か
さ
ぶ
た
が
で
き
た
ら
は
い
お
し
ま
い
！ 

で
は
な
く
、
か
さ
ぶ
た
を
作
ら
な
い
治
療
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

具
体
的
な
治
療
法
は
、
水
道
水
で
洗
浄
し
た

後
に
、
創そ

う

傷し
ょ
う

被ひ

覆ふ
く

材
（
各
種
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
）
を
傷
に
張
る
だ
け
で
す
。
出
血
や
お
汁
が

多
い
場
合
は
、
そ
の
上
に
ガ
ー
ゼ
を
張
っ
て
漏

れ
出
し
た
分
を
吸
い
取
ら
せ
ま
す
。
も
し
病
院

に
来
る
ほ
ど
の
け
が
で
は
な
い
と
思
っ
た
ら
、
サ

ラ
ン
ラ
ッ
プ
で
結
構
で
す
。
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
を

張
っ
て
、
傷
を
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
で

す
。（
た
だ
、創
傷
被
覆
材
は
適
度
に
お
汁
を
吸
っ

て
く
れ
る
の
で
す
が
、
ラ
ッ
プ
で
は
お
汁
が
出
っ

ぱ
な
し
に
な
り
、
傷
周
囲
の
正
常
な
皮
膚
が
マ

ケ
て
か
ぶ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
日

中
に
け
が
を
し
て
、
薬
局
が
開
い
て
い
る
と
き

は
、
キ
ズ
パ
ワ
ー
パ
ッ
ド
と
か
い
う
創
傷
被
覆

材
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
で
も
十

分
対
応
可
能
で
す
。

し
か
し
、
自
己
診
断
が
心
配
な
と
き
は
病
院

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
一
度
や
り
方
を
見
て
み

る
と
、
後
は
自
宅
で
で
き
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
ア
ト
ピ
ー
な
ど
で
皮
膚
が

過
敏
な
人
は
治
療
法
が
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
る

の
で
、
そ
の
と
き
は
ま
た
違
っ
た
治
療
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
、
ペ
ッ
と
唾
を
吐
か
せ
て
は
傷
に
塗

り
塗
り
さ
せ
て
い
た
親
御
さ
ん
、
こ
の
治
療
を

試
し
て
く
だ
さ
い
。
お
母
さ
ん
は
子
ど
も
か
ら

感
謝
さ
れ
、
お
父
さ
ん
は
失
い
か
け
た
威
厳
を

取
り
戻
せ
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

擦
過
傷
の
治
し
方

Tsuyoshi Fukanogi

す
」
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
答
申

が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
若
者
が
社
会
の
中

で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
自
分
ら
し

い
生
き
方
を
実
現
し
て
ほ
し
い
と
の
想
い
か

ら
と
聞
い
て
い
る
。

本
校
は
宮
崎
県
よ
り
３
年
間
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
推
進
校
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
現

在
２
年
目
。
社
会
で
活
躍
で
き
る
福
高
生
の

育
成
を
目
指
し
て
研
究
を
重
ね
て
い
る
。

働
く
こ
と
の
意
義
を
痛
感

講
師
の
先
生
方
か
ら
は
、「
大
変
熱
心
に

聴
い
て
く
れ
ま
し
た
。
福
島
高
校
と
し
て
の

誇
り
を
持
ち
、
今
後
も
活
躍
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
ス
キ
ル
も
ハ
ー
ト
も
持
ち
合
わ

せ
た
こ
の
子
た
ち
に
、
串
間
の
未
来
を
託
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
」（
市
民
病
院
事
務
次

長
・
吉
岡
久
文
先
生
）
な
ど
の
感
想
を
い
た

だ
き
、
生
徒
だ
け
で
な
く
、
講
師
の
方
々
に

と
っ
て
も
特
別
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

実
際
に
働
い
て
い
る
方
々
か
ら
聞
く
お
話

は
大
変
説
得
力
が
あ
り
、
社
会
に
出
な
い
と

分
か
ら
な
い
経
験
談
や
人
生
談
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。
企
業
が
生
き
残
る
た
め
の
戦
略

や
、
工
夫
な
ど
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
生
の

現
場
の
話
を
聞
け
る
の
も
こ
の
企
画
の
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
感
じ
た
。

現
在
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
働
く
こ
と
に

対
し
て
の
考
え
や
知
識
で
は
通
用
し
な
い
と

い
う
こ
と
も
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
今
回
の
お

話
を
参
考
に
し
て
、
今
後
の
進
路
選
択
に
役

立
て
て
い
き
た
い
。

幅
広
い
進
路
実
現
が
可
能

１
月
27
日
、
本
校
１
・
２
年
生
を
対
象

に
『
キ
ャ
リ
ア
教
育
職
業
講
話
』
が
開
催

さ
れ
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
働
く
こ
と
の
意
義
や
目

的
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
苦
労
や
や
り
が

い
に
気
づ
き
、
進
路
選
択
や
社
会
的
・
職
業

的
自
立
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
本
校
で
は
、
進
学
か
ら
就
職
ま
で
幅

広
い
進
路
実
現
が
可
能
で
あ
り
、
今
回
の
取

り
組
み
は
進
路
選
択
に
大
変
役
に
立
っ
た
。

平
成
23
年
に
中
央
教
育
審
議
会
よ
り
「
一

人
ひ
と
り
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向

け
、
必
要
な
基
盤
と
な
る
能
力
や
態
度
を

育
て
る
こ
と
を
通
し
、
キ
ャ
リ
ア
発
達
を
促

こ
ん
に
ち
は
、
福
島
高
校
で
す
！

魅
力
あ
る
福
島
高
校
の
取
り
組
み

串
間
市
内
で
働
く
方
や
串
間
出
身
者
を
招
き
、

職
業
現
場
の
話
を
伺
う
『
キ
ャ
リ
ア
教
育
職
業
講
話
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
生
徒
か
ら
届
け
ら
れ
た
レ
ポ
ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

２年１組

野邊悠太くん

インタビュー

福島高校２年

前門充
みつ

徒
と

くん

　セブンプラザと玉味製菓のお２人の講演を聞きました。お２
人からは「社会に出たらとても厳しい！」と言われました。玉味製
菓の海江田さんは、寝る間も惜しんで新商品の開発をされ、憧
れだけでは続かないということが伝わってきました。
　セブンプラザの甲斐さんは企業理念である「注文や修理な
どの電話が来たら、お客さんの元に飛んでいく」くらいのスピー
ド感を持ち経営されていることを知りました。わたしは将来、人
に喜ばれる仕事をしたいと考えています。今回の講演を忘れず、
厳しい社会に負けない人になり喜ばれる仕事がしたいです。あ
りがとうございました。

【お願い】
職業講話をしてくだ
さる先生方を募集中
です。自薦他薦を問わ
ず、ぜひ、地元福島高
校の生徒に貴重なお
話を聞かせてくださ
い。

●問い合わせ先＝
　福島高校進路指導部
　☎72−００４９

わたしが
レポートします。

講師のセブンプラ
ザ串間店の甲斐正

和社長
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首の回らぬ借金、望まぬ婚姻、奉公先。
逃げ出したい方はご連絡を。「とんずら
屋」の手並み、ご覧に入れましょう。隅
田川の船宿「松波屋」が営む裏家業を
描く痛快時代活劇。「野性時代」ほか
掲載に加筆修正して書籍化。

ここはせんねん町のまんねん小学校。
調理器具と調味料たちは、今年いっぱ
いで引退する給食のおばちゃんにオムラ
イスを作ることにしました。しかし、みん
なの間では包丁が捨てられるという噂が
流れていて…。

串間市立図書館で「最も読まれた本」
と「全く読まれなかった本」相反する２
つのテーマで特集。人気本を楽しむの
もいいですが、誰にも読まれなかった本
の最初の読み手になってみませんか？
きっと本も喜んでくれるでしょう。

3
月
の
テ
ー
マ
展
示

「
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
＆

　
泣
い
て
る
本
」

「
と
ん
ず
ら
屋
弥
生
請
負
帖
」

田
牧 

大
和
／
著

「
給
食
室
の
日
曜
日
」

村
上
し
い
こ
／
作

本
「
今
月
の
新
刊
」

●�串間市立図書館☎72-1177● ��開館＝午前10時〜午後６時●�� 休館日＝毎週月曜日http://www.kushima-lib.jp/

　

２
月
も
後
半
に
つ
れ
て
暖
か
く
な

り
、梅
の
花
や
桜
も
少
し
見
か
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。そ
ん
な
春

を
想
わ
せ
る
風
景
と
は一変
し
た
五
ヶ

瀬
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

五
ヶ
瀬
に
行
く
理
由
？ 

も
ち
ろ
ん

ス
キ
ー
場
に
行
く
た
め
で
す
！

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
南
島
に
は

ア
ル
プ
ス
が
あ
る
た
め
た
く
さ
ん
の

ス
キ
ー
場
が
あ
り
ま
す
。冬
も
比
較

的
温
暖
な
気
候
で
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

と
き
は
非
常
に
少
な
い
の
で
す
が
、

雪
は
た
く
さ
ん
降
る
の
で
ス
ノ
ボ
ー

や
ス
キ
ー
は
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま

す
。日
本
に
来
る
と
決
め
た
と
き
も

自
分
の
ス
ノ
ボ
ー
を
持
っ
て
行
く
か

迷
い
ま
し
た
。串
間
に
来
る
と
知
る

ま
で
は
…
。い
や
ー
、ま
さ
か
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
派
の
自
分
が
こ
ん
な

南
国
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
送
り
込
ま
れ

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。２
秒

ぐ
ら
い
で
ス
ノ
ボ
ー
持
っ
て
来
る
の

を
諦
め
ま
し
た
。そ
ん
な
自
分
が
宮

崎
に
来
て
２
年
半
。や
っ
と
ス
キ
ー
場

に
行
っ
て
き
ま
し
た
！ 

ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
ス
キ
ー
場
に
上
が
る
リ
フ
ト

で
い
き
な
り
衝
撃
的
な
景
色
に
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。木
が
真
っ
白
。森
全
部

が
白
い
ん
で
す
！ 

始
め
て
み
る
光
景

に
あ
然
と
し
ま
し
た
。宮
崎
に
こ
ん

な
美
し
い
冬
の
風
景
が
あ
る
と
は
思

■交流員レポート／第8代国際交流員ジュリアンの日本体験記

私の愛した男について（田口ランディ）
きなりの雲（石田千）サラの柔らかな香
車（橋本長道）キュート＆ニート（黒田研
二）プリティが多すぎる（大崎梢）七十歳
死亡法案、可決（垣谷未雨）決起！（三崎
亜紀）眺望絶佳（中島京子）14歳のアウ
シュヴィッツ（アナ・ノヴァク）再会の町（藤
田宜永）金ケ崎の四人（鈴木暉一朗）無

双の花（葉室燐）鬼面館の殺人（綾辻行
人）弁護士探偵物語（法坂一広）曾根崎
心中（角田光代）酔剣（鳥羽亮）信長私
記（花村満月）道化師の蝶（円城塔）共
喰い（田中慎弥）あした世界が、（柴崎竜
人）ビブリア古書堂の事件手帖（三上延）
お母さんは命がけであなたを産みました
（内田美智子）魂の発見（高橋佳子）

週に１回くら
い本を借りていま

す。借りる本は絵本や紙
芝居が多いですね。今はねこ
ざかなシリーズが好きです。夜、
寝る前に読んであげると、次の
日、自分で読んでいる姿を目に
しますね。（母・明日香さん）

福島・南金谷地区

宮田泰
たい

地
ち

くん

五ヶ瀬の白い木

図書館に
来ました

[Pension][Info]

知知
年
金

委
員
募
集

こ
ん
な
と
き
に
は
こ
ん
な
手
続
き
を

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
方

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
を

受
給
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
届
出
が
必
要

で
す
。

「
ふ
る
さ
と
の
水
辺
環
境
を
守
る
会
」

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

串
間
市
は
、
平
成
15
年
６
月
に
「
水

辺
環
境
保
全
都
市
宣
言
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

市
内
の
水
辺
環
境
を
守
る
た
め
に
、

市
各
種
団
体
の
代
表
な
ら
び
に
市
民
の

公
募
に
よ
り
「
ふ
る
さ
と
の
水
辺
環
境

　

忘
れ
ず
に
届
出
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

20
歳
に
な
っ
た
と
き

　

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
な
い
方
が
20
歳
に
な
っ
た
と
き

は
「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得

届
」
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
年
金
事
務
所
か
ら
通
知
が
届

い
た
方
は
、
同
封
の
用
紙
に
て
市
町
村

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
・
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

　

被
保
険
者
の
住
所
・
氏
名
が
変
わ
っ

た
と
き
に
は
「
国
民
年
金
被
保
険
者
住

所
・
氏
名
変
更
届
」
が
必
要
で
す
。

を
守
る
会
」
を
設
置
し
、
水
辺
環
境
に

つ
い
て
実
践
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
委
員
の
任
期
が
今
年
３
月
末
で
満
了

に
な
る
こ
と
か
ら
、
委
員
の
募
集
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
、

ど
な
た
で
も
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●
主
な
活
動

・�

水
辺
環
境
保
全
に
関
す
る
調
査
お
よ

び
研
究

会
社
を
退
職
し
た
と
き

　

60
歳
に
な
る
前
に
会
社
な
ど
を
退
職

し
た
と
き
（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
の
被
保
険
者
で
は
な
く
な
っ
た
と

き
）
は
「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取

得
届
」
が
必
要
で
す
。

収
入
が
増
え
、
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く

な
っ
た
と
き

　

収
入
が
増
え
、
会
社
員
や
公
務
員
な

ど
の
被
扶
養
者
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た

と
き
（
パ
ー
ト
収
入
が
１
３
０
万
円
以

上
に
な
っ
た
と
き
）
は
「
国
民
年
金
被

保
険
者
種
別
変
更
届
」
が
必
要
で
す
。

・
環
境
保
全
に
繋
が
る
実
践
活
動

●
募
集
人
員
＝
10
人
程
度

●�

応
募
資
格
＝
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
方

＊
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

●�

任
期
＝
２
年
間
（
平
成
24
年
４
月
１

日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日
）

●�

応
募
方
法
＝
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
市
民
生
活
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
書
は
市
民
生
活
課
に
あ
り
ま
す
。

＊�

メ
ー
ル
で
の
応
募
も
可
。

  

（kankyou@
city.kushim

a.lg.jp

）

配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　

配
偶
者
が
退
職
し
、
会
社
員
や
公
務

員
な
ど
の
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ

た
と
き
は
「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別

変
更
届
」
が
必
要
で
す
。

＊�

な
お
、
会
社
や
役
所
、
学
校
な
ど
に

勤
め
て
い
る
方
の
被
扶
養
配
偶
者
に

な
る
と
き
は
、
そ
の
方
の
勤
務
先
へ

届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民

係
☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城

年
金
事
務
所
☎
０
９
８
６
︱
23
︱
２

５
７
１

●
募
集
期
間
＝
３
月
１
日
〜
３
月
31
日

＊
必
着

●�

委
員
の
選
考
＝
委
員
の
選
考
に
あ

た
っ
て
は
、
幅
広
い
ご
意
見
を
い
た

だ
く
た
め
、
職
種
・
地
域
な
ど
を
考

慮
の
上
決
定
し
ま
す
。
委
員
の
選
考

結
果
に
つ
い
て
は
、
応
募
者
に
直
接

通
知
い
た
し
ま
す
。

●�

そ
の
他
＝
会
議
な
ど
へ
の
参
加
は
全

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
願
い
し
ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活

課
環
境
保
全
係
☎
内
線
２
５
２

○○は雪のように白い
○○is white as snow.
Example:
He is white as snow.
例）彼は雪のように白い

This month's
expression   

今月の表現 い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
ス

キ
ー
場
は
標
高
が
高
い
た
め
木
が
全

く
生
え
て
い
ま
せ
ん
。雪
と
氷
の
世

界
な
の
で
五
ヶ
瀬
で
見
た
よ
う
な
景

色
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。何

枚
か
写
真
を
撮
っ
た
の
で
す
が
、自
分

の
親
指
が
写
真
に
入
り
込
む
と
い
う

初
歩
的
な
ミ
ス
を
連
発
。で
も
何
枚

か
い
い
写
真
が
撮
れ
ま
し
た
！

　

ス
ノ
ボ
ー
を
１
日
中
満
喫
し
ま
し

た
！ 

し
か
し
、サ
ン
グ
ラ
ス
を
滑
り

出
し
て
５
分
ぐ
ら
い
で
壊
し
て
し
ま

い
、買
い
換
え
る
の
を
ケ
チ
っ
た
挙

句
、顔
は
日
焼
け
で
真
っ
赤
、目
は
雪

焼
け
で
充
血
。物
凄
い
形
相
で
串
間

に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。で
も
メ
ッ
チ
ャ

楽
し
か
っ
た
で
す
！
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●�申込・問い合わせ先＝総合政策
課・企画統計係☎内線３３３・３
３９

●募集人員＝６人
●応募資格
・�平成24年度短期大学、大学およ
び大学院に入学した方
・�本市に本籍を置き在住している
か、もしくは２年以上在住してい
る方の子であること
・�学業成績、人物ともに優秀、かつ
健康であって経済的理由により
修学が困難と認められること
●貸付額＝月額　３０，０００円
＊無利子
●�貸与期間＝平成24年４月から最
短修業年限の終期まで
●�応募方法＝次の書類を教育委
員会事務局へ提出してください。
・奨学生願書
・奨学生推薦調書
・在学証明書
・所得証明（世帯全員のもの）
・世帯全員の住民票の写し
●�受付期間＝４月２日（月）〜27日
（金）まで　＊当日消印有効

●�採用決定の時期＝採用が決定
した場合は７月下旬までに「奨
学生採用通知書」を交付します。

●�奨学金の返還方法＝貸与期間
経過後（卒業あるいは退学な
ど）、直ちに貸与期間の２倍の
期間以内に返還していただきま
す。

●�その他＝願書は教育委員会
事務局教育総務係にて４月２日
（月）より交付
●�申込・問い合わせ先＝教育委員
会事務局・教育総務係☎内線３
７５・３７６

交通遺児等育成資金の貸付
●�対象＝自動車事故で死亡または
重度の後遺障害が残った方の
子ども（０歳〜中学卒業まで）で、

保護者の生活状況が一定の要件
（住民税が非課税など）に合致
する方。
●貸付金額（対象１人あたり）
・一時金＝１５５，０００円
＊貸付と同時
・月額＝２０，０００円
・入学支度金＝４４，０００円
＊小・中学校入学時
●�貸付期間＝貸付決定の日から中
学卒業の月まで
●利子＝無利子
●�返還方法＝一括または20年以
内の均等割賦（月賦・半年賦・
年賦）による返済方法を選択。

＊�高校・大学に進学した場合、在
学期間は返還を猶予。
介護料給付
●�対象＝自動車事故で脳・脊髄・
胸腹部臓器を損傷し、重度の後
遺障がいを持ち、常時または随
時の介護が必要となった方。

●支給額（月額）
・�常時要介護の方（自賠責後遺障
害等級1級1号または１級２号）＝
５８，５７０円〜１３６，８８０円
・�随時要介護の方（自賠責後遺障
害等級２級１号または２級２号）
＝２９，２９０円〜５４，０００円
＊詳細はお問い合わせください。
●�問い合わせ先＝自動車事故対
策機構・宮崎支所☎０９８５−
53−５３８５

　平成24年度スポーツ安全保険
の受け付けを３月から開始しまし
た。
　子ども会、運動クラブ、文化・ボ
ランティア団体など５人以上のグ
ループであれば加入できます。
　万一のケガや賠償責任などの事
故に備えましょう。
●�手続きの方法＝加入依頼書に
必要事項を記入し、掛金を添え
て指定銀行（宮崎銀行）の窓口
に提出してください。

＊�加入依頼書は、教育委員会事務

お知らせのページに掲載を希望する
かたは、希望する発行日の20日前
までには情報政策係にお送りくださ
い。

お願い

局などに設置しています。前年度
加入団体には代表者へ３月上旬
までに郵送予定。
＊�宮崎銀行からの振込みには一律
１０５円の手数料が必要です。
＊インターネット加入も可能。
　�（「スポ安ねっと」https://www.
spokyo.jp/spoannet.html）。
●�保険期間＝平成24年４月１日〜
翌３月31日まで

＊�４月１日以降に入金の場合、入金
日の翌日から保険有効。
●�補償範囲＝グループ活動中の事
故、活動への往復中の事故（Ａ
Ｗを除く）

保険の種類・掛金（１人年額）
●子ども・中学生以下
＊�特別支援学校高等部の生徒も含
・Ａ１＝８００円
・ＡＷ＝１，４５０円
●大人・高校生以上
・�文化、ボランティア、地域活動団体
員の送迎など（Ａ２）＝８００円
・�スポーツ活動（Ｃ）＝１，８５０円
・�子どものスポーツ活動の指導限
定（ＡＣ）＝１，３００円
・�65歳以上のスポーツ活動（Ｂ）＝
１，０００円
●全年齢
・�危険度の高いスポーツ活動、アメ
フトや山岳登はんなど（Ｄ）＝１１，
０００円
・�インターネット加入のできる短期
スポーツ教室（3ヶ月以内）＝８０
０円
●�その他＝補償内容など詳細につ
いてはお問い合わせください。
●�申込・問い合わせ先＝（財）ス
ポーツ安全協会宮崎県支部☎０
９８５−55−３１３６

　本紙１月15日号掲載の休日在宅
医、英医院の連絡先『74−１１６
７』は『74−１１８７』の誤りでした。
お詫びして訂正いたします。

お知らせの
ページ
市役所の代表電話☎0987ー72ー1111

Information
内の販売店での購入が対象です。
●�申込・問い合わせ先＝市民生活
課・環境保全係☎内線２５４

　串間市では旧市営姥ヶ迫住宅建
設に伴い新規入居者を募集します。
●�募集期間＝３月１日（木）〜19日
（月）

●�受付場所＝都市建設課（市役所
３階）

＊�平日午前９時〜11時まで、午後１
時〜４時まで
●�その他＝公営住宅につきまして
は民間住宅と違い、いろいろな
制約があります。詳しい内容に
つきましては、下記までご連絡く
ださい。
●�問い合わせ先＝都市建設課・建
築住宅係☎内線４１４・４１５

●事業の目的
　移住・定住などを希望する方々
のニーズに応える情報を提供しま
す。また、串間の特性を活かした魅
力ある体験事業などを展開し、よ
り多くの交流や定住化を促進する
ことで串間市の活性化に貢献する
ことを目的としています。
●主な事業内容
　移住・定住などに関する情報の
集約・提供、長期滞在体験の実施
のほか既移住者間のネットワーク
の充実化など
●会員
　現在の会員は、農林水産業に従
事する方や市内の青年団体に属す
る方など13人の市民で構成されて
います。今回は、そのうち一般公募
枠の１人を募集します。
●募集人員＝１人
●募集期限＝３月16日（金）
●任期＝平成24年度から２年間
●�その他＝会員の決定については、
直接ご連絡いたします。

木村医師不在のため休診します。
●�休診日時＝３月19日（月）〜23
日（金）＊午前８時半〜午後５
時15分
●�問い合わせ先＝市木診療所☎
77−０３４９

　東日本大震災も発生から１年が
経過しようとしています。老若男女
を問わず多くの方が亡くなられ、未
だに行方不明の方も多数おられま
す。
　地震発生の３月11日午後２時４
６分に哀悼の意を表し、黙祷を捧
げるため、消防本部および各支所
のサイレンを１分間吹鳴いたします。
●�問い合わせ先＝総務課危機管
理係☎内線３１６

　警察庁のまとめによりますと、全
国の自殺者数は、平成10年以降、
14年連続で３万人を超えています。
国では自殺が増加する３月を「自
殺対策強化月間」と定め、重点的
に「生きる支援」を展開しています。
　自殺はさまざまな悩みにより心
理的に「追い込まれた末の死」で
あり、社会的な取り組みにより避け
ることができる死でもあります。自
殺を防ぐために、周りのひとは「悩

みを抱えている人の発するサイン
（変化）に気づき、その悩みに耳
を傾けながら必要があれば専門家
への相談につなぎ、その後も本人
の様子を見守っていくこと」が重要
です。
　特に日常の変化に気づくことが
できる身近な家族、同僚などの果
たす役割はとても大切です。
　この月間をきっかけに、こころの
健康問題の重要性を認識するとと
もに、自殺予防に関心をもち、命の
大切さを確認しましょう。
　串間市では、日南串間地域の関
係機関の協力により、串間市自殺
対策推進協議会を設置して、自殺
予防の総合的な対策に取り組んで
います。
　また、串間市地域生活支援セン
ターウイングでは、電話や対面型
の相談をお受けしています。
　お気軽にご相談ください。
●�問い合わせ先＝福祉保健課☎
72−０３３３

　平成23年度の電動式生ごみ処
理機購入補助金申請を受け付けて
います。購入予定の方はぜひご利
用ください。
生ごみ処理機使用のメリット
・�生ごみをその日に処理できるの
で、台所が衛生的になります。 
・�重い生ごみの量が減るので、（特
に高齢者がいるご家庭では）ご
みステーションへ運ぶのが楽に
なります。 
・ごみ袋の使用量が減ります。
・�処理した生ごみは家庭菜園など
でたい肥として利用できます。 
●補助対象者＝市内在住の方
＊�一般家庭において使用する場合
に限ります。
●�補助金額＝購入費用の２分の１
以内で、１基当たり上限２０，００
０円とする。

＊ただし、１世帯につき１基まで
●�その他＝生ごみ処理機は、串間市

東日本大震災犠牲者追悼の
サイレンを吹鳴します

電動式生ごみ処理機の
購入補助について

万一の事故に備えましょう
スポーツ安全保険

市営住宅入居者募集

「新くしま人応援隊」会員募集

市木診療所休診のお知らせ

３月は自殺対策強化月間です

お知らせ

募　集 （財）南那珂育英会
奨学生募集

交通事故被害者支援のご案内

お詫びと訂正
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このページは読者の皆さんからの
声にふれあう場です。

いろいろな声をお寄せください。

読者のページ
くしまにあ
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が
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ら
え
る
よ
い
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ

た
。
ま
た
、
わ
た
し
と
の
出
会
い

を
市
民
の
皆
さ
ん
が
読
ん
で
く
だ

さ
る
よ
い
機
会
だ
と
思
い
、
一
人

よ
が
り
で
市
報
を
送
っ
た
よ
う
な

次
第
で
あ
っ
た
。

タ
ン
ポ
ポ
さ
ん
、
い
つ
も
お
便

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

広
報
く
し
ま
12
月
号
で
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
志
布
志
の
お
寺

で
の
話
は
と
て
も
面
白
か
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
お
互
い
が

同
じ
方
言
で
話
す
の
は
、
と
て
も

親
近
感
が
わ
き
ま
す
ね
。
お
寺
の

ご
住
職
も
き
っ
と
楽
し
い
気
持
ち

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
気
持
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

ご
住
職
か
ら
楽
し
い
お
返
事
が
届

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ご
返

事
を
再
び
広
報
誌
で
ご
紹
介
で
き

る
こ
と
に
ご
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

タ
ン
ポ
ポ
さ
ん
か
ら
の
お
便
り

は
、
い
つ
も
と
て
も
お
元
気
な
の

で
、
き
っ
と
お
寺
の
ご
住
職
も
お

若
い
方
と
思
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う

ね
。
ど
ん
な
と
き
も
元
気
が
一
番

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
お
元
気

さ
を
保
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

元
気
な
言
葉
は
そ
れ
を
読
む
人

に
も
伝
わ
る
も
の
。
タ
ン
ポ
ポ
さ

ん
の
お
便
り
を
広
報
く
し
ま
で
読

ん
で
、
元
気
づ
け
ら
れ
る
方
も

き
っ
と
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
タ
ン
ポ
ポ
さ
ん
の
お

便
り
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
市
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

方
に
広
報
く
し
ま
を
紹
介
し
て
く

だ
さ
い
。
元
気
の
輪
を
ど
ん
ど
ん

広
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

串
間
の
温
泉
が一番

●
く
ま
ち
ゃ
ん
さ
ん

い
こ
い
の
温
泉
に
週
３
回
ほ

ど
必
ず
行
き
ま
す
。
前
に

は
都
城
と
か
霧
島
に
行
っ
て
い
た

け
ど
、
い
こ
い
の
温
泉
が
一
番
い

い
で
す
。
串
間
市
の
ほ
こ
り
で
す
。

い
こ
い
の
温
泉
を
ず
っ
と
ず
っ
と

続
け
て
く
だ
さ
い
。
お
願
い
致
し

ま
す
。陰
な
が
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

く
ま
ち
ゃ
ん
さ
ん
、
お
便
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

都
城
や
霧
島
の
温
泉
に
行
っ
た

り
、
い
こ
い
の
里
に
週
３
回
通
わ

れ
た
り
す
る
く
ま
ち
ゃ
ん
さ
ん
は

き
っ
と
温
泉
好
き
な
の
で
す
ね
。

い
こ
い
の
里
の
水
質
は
と
て
も
な

め
ら
か
で
、
市
外
の
方
か
ら
も
よ

く
「
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
泉
質
の

温
泉
は
め
っ
た
に
な
い
で
す
よ
」

と
い
う
感
想
を
聞
き
ま
す
。
温
泉

が
好
き
な
方
ほ
ど
い
こ
い
の
里
は

す
ば
ら
し
い
温
泉
だ
と
感
じ
て
い

た
だ
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

い
こ
い
の
里
も
温
泉
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
季

節
ご
と
の
お
い
し
い
お
料
理
を
ご

提
供
す
る
な
ど
、
温
泉
を
利
用
さ

れ
る
方
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
い
こ

い
の
里
の
運
営
継
続
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
れ
か

ら
も
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

冬
の
風
物
詩

●
松
本
カ
オ
リ
さ
ん

串
間
市
に
22
年
の
冬
に
大
雪
が

降
り
、
な
ん
と
め
ず
ら
し
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
左
は
竜
口
山
も
白
く
、

家
の
軒
下
に
は
大
根
が
白
い
カ
ー

テ
ン
の
よ
う
に
見
事
。

今
年
も
そ
ろ
そ
ろ
そ
の
風
景
が

見
ら
れ
る
実
家
の
様
子
。
乾
い
た

干
し
大
根
、
福
岡
に
届
く
の
は

２
月
末
ご
ろ
で
す
！ 

わ
た
し
に

と
っ
て
一
番
の
楽
し
い
春
だ
よ
り

み
た
い
で
す
。

松
本
カ
オ
リ
さ
ん
、
お
便
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

わ
た
し
も
串
間
に
雪
が
降
っ
た

と
き
は
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
異
常
気
象
が
ち
ょ
っ
と
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
串
間
で
雪

景
色
を
楽
し
む
こ
と
は
め
っ
た
に

で
き
な
い
こ
と
で
す
の
で
、
素
直

に
感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

干
し
大
根
も
冬
な
ら
で
は
の
風

景
で
す
ね
。
こ
の
時
期
は
、
軒
下

百
野
達
夫
さ
ん
、
い
つ
も
お
便

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
便
り
の
あ
っ
た
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
５
０
０
日
の
話
題
は
、
広

報
く
し
ま
２
月
号
の
ま
ち
の
話
題

で
も
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
交
通
死
亡
事
故
は
突
然
親

し
い
人
を
失
う
、
と
て
も
つ
ら
く

悲
し
い
出
来
事
で
す
。
ま
た
、
事

故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
加
害
者

も
一
生
苦
し
む
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

被
害
者
、
加
害
者
の
両
方
が
苦

し
む
交
通
死
亡
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
百
野
さ
ん
か
ら
の
お
便

り
に
も
あ
る
と
お
り
、
普
段
か
ら

注
意
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
一
番

重
要
で
す
。

慣
れ
た
道
ほ
ど
、
つ
い
う
っ
か

り
左
右
確
認
な
ど
の
安
全
確
認

を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
心
の
隙
が
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
。
わ
た
し
も
「
大

丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
考
え
で
は

な
く
、「
も
し
か
し
た
ら
何
か
起

き
る
か
も
」
と
い
う
心
構
え
を
持

ち
な
が
ら
運
転
す
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
楽
し
み
に
待
っ
て
い

ま
す
。

に
昔
な
が
ら
の
方
法
で
大
根
を
つ

る
し
て
い
る
光
景
を
よ
く
目
に
し

ま
す
。
冬
に
食
べ
る
大
根
は
そ
の

ま
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま

す
が
、
干
し
大
根
に
す
る
と
も
っ

と
お
い
し
く
な
り
ま
す
ね
。
天
日

で
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
で
余
分
な
水

分
が
な
く
な
り
、
甘
み
が
増
す
ほ

か
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
の
栄
養
が

ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
さ
れ
る
の
で
、
干

し
大
根
は
健
康
に
と
て
も
よ
い
と

の
こ
と
。
ま
た
食
物
繊
維
も
豊
富

な
の
で
、
腸
を
き
れ
い
に
す
る
働

き
も
あ
る
そ
う
で
す
。

昔
な
が
ら
の
食
べ
物
は
お
い
し

い
だ
け
で
な
く
、
体
に
も
よ
い
も
の

が
多
い
で
す
ね
。
先
人
の
知
恵
を

大
事
に
守
り
、
後
世
に
残
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
く
し
ま
３
月
号
が
発
行
さ

れ
る
こ
ろ
に
は
松
本
さ
ん
の
手
元

に
干
し
大
根
が
届
い
て
い
る
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。
お
い
し
い
干
し
大
根

を
食
べ
て
、
元
気
な
春
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
ね
。

死
亡
事
故
ゼ
ロ

７
０
０
日
作
戦

●
百
野
達
夫

串
間
市
は
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
「
７
０
０
日
」
の
記
録

達
成
運
動
を
展
開
中
で
し
た
。

こ
れ
に
沿
っ
て
、
串
間
市
の
交

通
安
全
新
春
の
集
い
が
去
る
１
月

６
日
、
市
役
所
で
あ
っ
た
。

串
間
市
で
は
１
月
４
日
、
目

標
に
し
て
い
た
死
亡
事
故
ゼ
ロ

５
０
０
日
を
達
成
し
た
が
、
引
き

続
き
「
７
０
０
日
」
の
目
標
を
市

役
所
の
交
通
安
全
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

に
掲
げ
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
の
集
い
で
、
仁
田
脇
串
間
警

察
署
長
さ
ん
は
「
昨
年
、
県
内
の

交
通
死
亡
事
故
は
減
っ
た
も
の
の
、

事
故
件
数
は
依
然
多
い
状
況
。
市

民
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
７
０
０
日
作
戦
の
達
成
に
向

け
取
り
組
み
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

さ
れ
た
。

串
間
市
は
お
と
と
し
の
１
月
23

日
に
死
亡
事
故
ゼ
ロ
丸
３
年
を
達

成
し
、
県
内
に
大
き
な
名
誉
を
披

露
し
た
。
そ
の
と
き
、
市
民
は
誇

り
に
思
っ
た
。

正
月
明
け
は
気
が
緩
み
が
ち
。

緊
張
感
を
持
っ
た
運
転
を
し
っ
か

り
意
識
づ
け
、
死
者
ゼ
ロ
７
０
０

日
を
期
し
、
土
つ
か
ず
の
白
星
で

輝
く
金
字
塔
を
打
ち
立
て
た
い
。

「
ど
こ
で
も
渡
ら
ず
、
慣
れ
た

道
ほ
ど
Ｌ
Ｒ
確
認
！
」

じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

◎伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
◎Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

メッセージ・写真投稿コーナー
お誕生のお祝いや、感謝の気持ちをメッセージにして贈りませんか。また、
あなたが撮影した写真（人・風景・ペットなんでも可）もぜひ、お送りください。

表紙に掲載した
谷口家の皆さんをご紹介します
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ご家庭で温泉が楽しめる！
「いこいの里・温泉の素」大好評発売中！
日本トップクラスの美肌の湯を、ご家庭でも味わえます。
特徴である肌のつるつる感をご家族でお楽しみください。乾
燥肌の方には特におすすめです。
お土産に、贈答用に、ぜひどうぞ（地方発送も承ります）。

歓送迎会・ご卒業ご入学祝承ります
３月、４月は歓送迎会やご卒業・ご入学祝のシーズンです。
いこいの里では、会席料理やオードブル、バイキングなど盛り
だくさんのプランをご用意しています。ご予約はお早めに！

「風呂の日」好評開催中！
＊毎月第１・第３日曜日開催（３月は４日、18日）
　・空くじなしの抽選会
　　＊特賞は１泊朝食付きのペア宿泊券
　・レストランでのお食事で割引入浴券を進呈
　　＊１００円引きの入浴券をお一人様に１枚
　・ポイントカード会員はポイントが２倍に！

休館日のご案内
３月の休館日は３月21日（水）です。
＊毎月第３水曜日となります。

〒888-0008 串間市大字本城987  TEL 0987-75-2000　FAX 0987-75-2280
■営業時間：午前10時〜午後10時　■定休日：毎月第３水曜日

イ ベ ン ト の お 知 ら せ

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総合政策課
情報政策係　行

（No.906/2012.3）

読者プレゼ
ント

お便りをくださった方から抽選で、入浴券を10名

様にプレゼント。

※大浴場をご利用の場合は、入湯税150円
が必要です。露

天風呂は入湯税は必要ありません。

応募締切は3月31日㈯当日消印有効です。

F R O M  E D I T O R ' S

今年の２月はうるう月。本来の２月より
１日だけ長くなります。これは広報担

当にはとても重要です。なぜなら締め切り
が１日延びるということ。２月はイベント
が多く時間のやりくりが大変なので、１日
のありがたみを感じる月となりました（ナ）

彼の敬語は素晴らしい。本紙14Ｐ
掲載の前門くんのことだ。「行く」

を「伺います」「持っていく」を「お持ち
します」とさらりと言う。若干17 歳だ。
恐れ入る。正しい敬語は耳と心に美しく
響く。清々しい気分で締切を迎えた(サ )

串間温泉

　福島・桂原地区にお住まいの谷口光
秀・直美さんご夫妻はお子さんが９人いる
大家族。お正月は家族そろっての記念撮影
が恒例になっています。今年は７人のお孫
さんと光秀さんのお母さんのハツ子さんを
入れた21人が勢ぞろいしました。直美さん
は「子育ては目が回るほど忙しかったです。
でも９人を育てたからこそ、親として成長で
きたと思います。わたしたちの姿を見て、若
い人たちが子育てを頑張ろうという気持ち
になればうれしいですね」と話していました。

谷口光秀・直美さんとご家族
のみなさん

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいか
しましょう。

1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明
るいまちをつくりましょう。

1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな
住みよいまちをつくりましょう。

1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こ
どもに夢と、しあわせをあたえましょう。

1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

◎市の木/そてつ◎市の花/かんな
◎市の鳥/めじろ◎市の花木/山桜
◎人口  20,083人（前月比−19人）
　男9,273人　　女10,810人
　世帯数8,364世帯

市民
憲章

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使い下さい。

おたより待ってます
◎�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、
医療講座に関する質問、串間市への思い、あなたの身近
な出来事、何でも好きなことを書いてください。

（平成24年2月１日現在）
＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

きりやましんいち
（54歳）
宮崎市出身。宮崎大
学教育学部卒。現在、
串間商工会議所が実
施する「まちなかち
いき活性化事業」に
携わる。商工業のみ
ならず、行政や観光
事業などとも連携し、
地域に根差した活動
を目指し、活気あふ
れる串間を取り戻し
たいと、模索中。

Profile

◎
桐
山
眞
一

み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ
う
、
串
間

モニターツアーにて。熱意あふれるガイドに感謝！

随　想

子ども２人が生まれ、県外からUターンして10 年。妻
の故郷串間市に永住する予定で帰ってきました。父

親が転勤族で、幼少時には串間にも住んでいました。ただ
その記憶は薄くというよりも印象が薄く、魅力を感じていなかっ
たのかもしれません。県外には風光明媚で魅力的な所はた
くさんあります。そんな中、帰省するたびに日南海岸や都井
岬の美しさ、のどかさ、雄大さに「宮崎っていいなー」とあく
せくした生活から癒されるようになってきました。子どもを育て
るにはここが一番！と思うようになり一大決心、帰ってきました。
　現在、商工会議所の「まちなかちいき活性化事業」で
宮崎駅のアンテナショップなどの運営に携わっています。串
間の地場産品を置き、串間のことを幅広くPRしています。
スタッフの頑張りもあって今では宮崎駅の名物店。毎日訪
れるお客さまや仕入れてすぐに売り切れる人気商品など、串
間に対する認識の深まりを実感しています。しかし残念なが
ら聞こえてくる声は「遠い、不便、情報が少ない」となか
なか訪れるまでには至っていないのが現状。そこで実施した
のが、20 名の方が参加した「くしまモニターツアー」でした。
１泊２日で幸島、灯台、岬神社、小松ヶ丘、岬の駅、ビ
ジターセンター、いこいの里、朝市、イルカランド、旧吉松
家住宅、赤池渓谷とテンコ盛り。ほとんどは串間に来たこと

がある方々。でも、幸島や都井岬、吉松邸、赤池渓谷で
は専門職員の熱意のこもった詳しいガイドで、新たな発見を
たくさんしてもらいました。アンケートでは「こんな所があるなん
て知らなかった。友だちを誘ってまた来たい。次は春の都
井岬が見たい。次回もぜひガイドしてもらいたい」と大反響。
中には「串間観光大使になり、大いにPRさせてもらいます」
とまで。ツアーのお世話をしていて、恥ずかしながら、わた
し自身知らないことだらけ。後から聞いた話、子どもたちのほ
うが詳しく知っていることも。実は「くしま学」で学び、体験
しているのです。「くしまが好き→くしまを愛している→くしまに
貢献したい」を教育目標にした「くしま学」。串間の未来と
自分の生き方を結びつける教育です。今の仕事を通して思
うことのひとつが、自信をもって外から人を呼べる地域づくり。
行政・関係団体・NPO・事業所、そして地域住民がいろ
んなことに頑張っています。でも、それぞれの頑張りだけでは
十分な力を発揮できません。連携と協働があってこそ初めて
効果が上がるのではないでしょうか。その上で広く情報発信
することで、必ず串間に来てもらえます。若い世代が串間に
定着する、巣立っていった子供たちが再び戻ってきたいと思
う『魅力ある串間』にしたいものです。そして、自信をもって、
外からのお客さまを精一杯おもてなししませんか？

【金額】
  ●１回用（25ｇ入）
  　＝150円
  ●10回用（250ｇ入）
  　＝840円



＊短歌、俳句の投稿は
■短歌  野辺 俊子さん（☎72-3300）
■俳句  本田 幾男さん（☎72-5280）
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旧吉松家住宅に飾られたおひなさま


